
＜地球温暖化対策＞　ＣＯ２換算温室効果ガス算定表　　　(令和7年度）

 【施設名：水道事業所  除く　】

小　　　計 ガス種別計

12,005.96 Ｌ × 2.32 × ＝ 27,853.827

1,661.0 Ｌ × 2.49 × ＝ 4,135.890

1,457.6 Ｌ × 2.58 × ＝ 3,760.608

Ｌ × × ＝ 0.000

Ｌ × × ＝ 0.000

Ｌ × × ＝ 0.000

13,299.8 ｋｇ × 2.99 × ＝ 39,766.402

ｋｇ × × ＝ 0.000

188,584.0 ｍ３ × 2.05 × ＝ 386,597.200

◎ 2,552,292.0 ｋＷｈ × 0.396 × ＝ 1,010,707.632

○ ｔ × × ＝ 0.000

廃油の焼却量 ｔ × × ＝ 0.000

廃ﾌﾟﾗ類の焼却量 ｔ × × ＝ 0.000

木材使用量 ｋｇ × × ＝ 0.000

木炭使用量 ｋｇ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

45,745.0 ｋｍ × 0.00001 × ＝ 12.809

軽自動車 21,602.0 ｋｍ × 0.00001 × ＝ 6.049

普通貨物車 0.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 0.000

小型貨物車 26,937.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 11.314

軽貨物車 36,684.0 ｋｍ × 0.000011 × ＝ 11.299

特殊用途車 10,919.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 10.701

普通・小型自動車 0.0 ｋｍ × 0.000017 × ＝ 0.000

普通貨物車 0.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 0.000

小型貨物車 1,822.0 ｋｍ × 0.0000076 × ＝ 0.388

特殊用途車 9,096.0 ｋｍ × 0.000013 × ＝ 3.311

○ ｍ３ × × ＝ 0.000

焼却量（准連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（バッチ燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

木材 ｋｇ × × ＝ 0.000

木炭 ｋｇ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 ｋｇ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 ｋｇ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

灯油 Ｌ × × ＝ 0.000

軽油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ａ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｂ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

Ｃ重油 Ｌ × × ＝ 0.000

液化石油ガス（ＬＰＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

液化天然ガス（ＬＮＧ） ｋｇ × × ＝ 0.000

都市ガス ｍ３ × × ＝ 0.000

普通・小型・軽乗用車 67,347.0 ｋｍ × 0.000010 × ＝ 178.470

普通貨物車 0.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 0.000

小型貨物車 26,937.0 ｋｍ × 0.000015 × ＝ 107.075

軽貨物車 36,684.0 ｋｍ × 0.000011 × ＝ 106.934

特種用途車 10,919.0 ｋｍ × 0.000035 × ＝ 101.274

普通・小型乗用車 0.0 ｋｍ × 0.000017 × ＝ 0.000

小型貨物車 1,822.0 ｋｍ × 0.0000076 × ＝ 3.670

特種用途車 9,096.0 ｋｍ × 0.000013 × ＝ 31.336

焼却量（連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（准連続燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

焼却量（バッチ燃焼式） ｔ × × ＝ 0.000

ニ．封入量（漏洩事故による排出量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

ホ．廃棄時(廃棄量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

ト．使用時（１年間換算の使用台数） ○ 台 × × ＝ 0.000

チ．廃棄時（廃棄量） ○ ｋｇ × × ＝ 0.000

　 　
総　　　計 1,473,406.185

⇓
企画政策課へ報告 1,473

【令和7年度　CO2換算温室効果ガス排出量の評価と今後の方針】
さわやか健康課及び文化会館の大規模改修に係る事務所移転により、R7年度は電気使用量及び自動車燃料使用量が減少し、CO₂排出量の削減につながった。また本町は、低消費電力のGHP（ガ
スヒートポンプ）を採用・LED照明の普及・ペーパーレス化の推奨等の省エネルギーの施策を継続的に行っている。
これらに加え、電気の排出係数が前年度より低下したことから、温室効果ガス排出量が減少したと考えられる。一方で、都市ガス及びLPGの使用量は増加しているため、運用の見直しを図り、都市ガ
ス等の効率的な利用及び増加が予想される電気使用量の削減を課題として取り組む必要がある。
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対象ガスの種別

調　査　項　目（主要なもの）
必
要
性

算
定
の

活動量 単位◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

◎：全て算定の対象
○：自ら実施している場合算定の対象
△：可能な範囲で算定が望ましい

種類毎の係数

代替値（省令
の排出係数）


